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第１予算審査特別委員会（第４日目） 1 

H28.3.17 (木)10：00～ 2 

第 二 委 員 会 室 3 

開  会  ９：５７ 4 

 委員動静報告 5 

委 員 長 ただいまの出席委員数は９名であります。 6 

 これより本日の会議を開きます。 7 

 土木費 8 

委 員 長     土木費の説明を求めます。 9 

大平部長 （土木費について説明する。） 10 

委 員 長 説明が終わりました。 11 

 これより関連議案第30号を含め一括質疑に入ります。質疑ございますか。 12 

木  下     まず、117ページ、土木費の土木管理費、まちづくり・川づくり事業に要する経 13 

費139万8,000円、平成27年度は179万8,000円で、差し引き40万円減額していま 14 

すけれども、何か事業を縮小しているのか伺います。 15 

         ２点目、123ページ、土木費の都市計画費の街路事業費のうち、駅前広場整備事 16 

業に要する経費のうち駅前広場造成協定ＪＲ負担金1,633万1,000円、積算内訳 17 

とこれから毎年同額を負担していくのか伺います。 18 

         ３点目、125ページ、土木費の住宅費、住宅管理費、住み替えを促進する事業に 19 

要する経費1,156万7,000円、平成27年度は1,023万円、133万7,000円減額になっ 20 

ております。そこで、高齢者住みかえ部分と子育て住みかえの部分の割合と予 21 

想件数はどのようになっているのか伺います。 22 

秋山係長     住み替えを促進する事業に要する経費のご質疑についてお答えいたします。運 23 

用当初から大きく分けまして３種類の支援事業となっていて、子育て世帯への 24 

家賃補助、持ち家の登録の補助、高齢者の住みかえの補助がございます。増減 25 

の区分といたしましては、子育て世帯への家賃補助は増額、持ち家登録補助は 26 

減額、高齢者世帯への住みかえに要する補助は減額となっております。 27 

         細かくご説明させていただきます。１つ目の子育て世帯への家賃補助につきま 28 

しては、子育て世帯に対して３年間の家賃を補助する制度で、平成28年度予算 29 

といたしましては882万7,000円を計上のところ平成27年度は538万円で、344万 30 

7,000円の増額となっております。その内訳は、新規受付分が13件262万6,800 31 

円で、前年に比べまして３件の増により、97万6,800円の増額となっております。 32 

前年度からの継続分、３年の継続になりますので前年度の分の家賃補助がござ 33 

いますが、継続分については、25件の計上といたしまして620万400円で、前年 34 

に比べまして11件増で、246万9,600円の増額となっております。 35 

         ２つ目の持ち家を登録した場合の補助につきましては、サービスつき高齢者住 36 

宅等に入居している高齢者が不要となった持ち家を登録する場合の補助につい 37 

ての２件分14万円で、平成27年度に比べまして４件の減で、28万円の減額とな 38 

っております。 39 

         ３つ目の高齢者世帯への住みかえ支援補助につきましては、平成28年度に制度 40 

運用の変更によりまして廃止となったところであります。平成27年度の予算と 41 

しては13件を計上いたしまして183万円を計上いたしましたが、そのまま183万 42 

円が減額となったということになります。以上３点の支援補助の増減により、 43 

133万7,000円の増額として計上させていただきました。 44 
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岡崎係長     駅前広場造成協定ＪＲ負担金についてお答えいたします。この負担金の内訳で 45 

すけれども、駅前広場の工事は北海道が発注する工事でございまして、新年度 46 

につきましては工事発注前ということもあり、詳細な積算内訳は今お示しでき 47 

ません。主な内容としましては、駅前広場内におけるＪＲ所有区分地内の平板 48 

ブロック舗装や縁石設置などの工事費用の負担金となっております。こちらに 49 

つきましては駅前広場造成工事に係る負担金となっておりますので、工事が完 50 

了した時点で負担金を支払うこととなりまして、この後の支払いはありません。 51 

内田主任技師   まちづくり・川づくり事業に要する経費で40万円減額になっていることにつき 52 

まして説明させていただきます。減額になっているのは委託料になります。こ 53 

のうち、体験型環境学習事業委託業務については、滝川市財政健全化計画の事 54 

業見直しの対象となっておりまして、平成28年度から段階的に事業費を削減し、 55 

平成30年には事業費をゼロとする計画になっております。 56 

         この環境学習事業については平成25年度から実施されておりまして、来年度で 57 

４年目の事業となっております。ＮＰＯみずからが事業を行えるよう移行して 58 

いくこととしております。事業費の削減は、職員の作業の効率化、事業内容の 59 

見直しなどによって対応していきたいと考えております。事業費削減によって 60 

環境型体験学習がなくなるということではありません。 61 

木  下     125ページの高齢者住みかえと子育ての住みかえ部分の関係はわかりましたけれ 62 

ども、予想件数は答弁ありましたでしょうか。 63 

秋山係長     子育て世帯の家賃補助につきましては、新規分が13件、前年度からの継続が25 64 

件、２つ目、持ち家の登録につきましては２件です。高齢者につきましては、 65 

ゼロ件ということになります。 66 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 67 

安  樂     123ページの公園緑地造成費について伺います。公園緑地造成事業費の公園遊具 68 

改築工事で6,000万円という金額が計上されているのですが、これの事業内容と、 69 

内訳について伺いたいと思います。 70 

二本柳主査    ご質疑の公園遊具改築工事の件でございますが、予定しておりますのは、石狩 71 

徳富河川緑地、コスモス公園、三世代交流公園、中島せせらぎ公園の老朽化し 72 

た遊具の更新を中心に行うことで考えております。遊具は取りかえを目的とし 73 

ておりますので、各公園に今あるものと同程度のもので考えておりまして、内 74 

容についてはブランコ、滑り台、シーソー、複合遊具などで考えております。 75 

安  樂     ブランコとか滑り台とかそういうのはわかるのですけれども、どこにどれぐら 76 

いという予算の配分、6,000万円は大きいので、その内訳を聞かせてください。 77 

二本柳主査    総額6,000万円の事業費の内訳ですけれども、石狩徳富河川緑地で1,450万円程 78 

度、コスモス公園で2,040万円程度、三世代交流公園で1,060万円程度、中島せ 79 

せらぎ公園で1,450万円程度でございます。 80 

安  樂     視点を変えて質疑します。遊具を選ぶときの選定の要件というか、どういうも 81 

のを考えて選定をされているのか伺います。 82 

近藤係長     先ほど二本柳主査からもご説明がありましたように、基本的に今ある公園の機 83 

能とか遊びの要素を重点的にベースにして考えまして、今ある遊具については 84 

鋼製のものや、木製のものがあるのですが、木製につきましては老朽化が激し 85 

いということで、できるだけ鋼製化にして、長いスパンで皆さんに楽しんでい 86 

ただけるように選んでいます。また、幼児や小中学生を対象とした年齢で、そ 87 

の公園で遊んでいる方々を見据えて選んでおります。 88 
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委 員 長     ほかに質疑ございますか。 89 

小  野     まず、119ページ、８款２項１目の中の除雪用車両購入費があるのですが、入札 90 

だと思いますけれども、もしわかれば車種を伺います。 91 

         それと、８款２項２目の中の大型構造物点検ほか（委託）とあるのですが、点 92 

検というのは何を指すのか内訳を教えていただきたい。 93 

         それと、123ページの８款４項５目街路事業費の中の駅前広場太陽光発電設備導 94 

入工事があるのですが、太陽光発電の設置規模と、電源は何に活用するのかお 95 

聞きしたい。 96 

辻本係長     まず、除雪用車両購入費について説明させていただきます。購入車両は防衛省 97 

の補助により購入し、老朽化した平成９年式の除雪ドーザ、タイヤショベル、 98 

13トン級の更新にかかわる費用であります。一般競争入札を予定しております。 99 

         続きまして、大型構造物点検ほか（委託）業務の内訳を説明させていただきま 100 

す。国の交付金事業を活用して行います道路ストック総点検の一部であります。 101 

大型構造物、西６丁目アンダーパスの点検業務を予定しております。それと、 102 

滝川市が管理する126橋のうち、平成28年度については22橋の近接目視による橋 103 

梁の点検を予定しております。 104 

岡崎係長     駅前広場の太陽光発電設備導入工事についてお答えいたします。太陽光パネル 105 

につきましては、新しい駅前広場に駐輪場ができるのですけれども、駐輪場の 106 

屋根に設置することとしております。太陽光パネルにつきましては、現在滝の 107 

川でメガソーラー発電を行っております伯東株式会社から太陽光パネル32枚の 108 

寄附をいただきましたので、それを使用します。規模につきましては10キロワ 109 

ットアワーを想定しておりまして、電源につきましては、駅前広場の照明やロ 110 

ードヒーティングに係るボイラー等の電気、その他維持管理費の一部を賄うた 111 

めに自家消費を想定しております。 112 

小  野     除雪車両の購入費ということは除雪ドーザ、タイヤショベルということだった 113 

のですが、もしわかればメーカー名を教えていただきたいのですが。 114 

辻本係長     新車購入でありますので、除雪ドーザ、今でいえばキャタピラとか日立ですと 115 

かカワサキ、コマツですとかさまざまなメーカーがありますので、一般競争入 116 

札において機種を選定したいと思います。 117 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 118 

山  口     ８款４項５目街路事業費の中の駅前広場グライダー設置用架台工事ですけれど 119 

も、グライダーを駅前に飾るということにした経緯と、それから何でグライダ 120 

ーなのかということと、どんなグライダーを飾るのかお伺いします。 121 

岡崎係長     駅前広場に展示するグライダーの件ですけれども、駅前広場の整備におきまし 122 

ては、平成25年度に実施しました滝川駅前広場景観検討市民会議で広場のデザ 123 

イン性を検討して進めてきました。この会議では、滝川らしさを表現すること 124 

を景観上の位置づけとしまして、「風がみつけた街たきかわ」というキャッチ 125 

フレーズにふさわしい、スカイスポーツをイメージすることが可能なグライダ 126 

ーの実機を滝川の顔として展示することを検討し、実現するものです。 127 

         グライダーの設置につきましては単独費になりますが、グライダーの設置にご 128 

賛同いただきました団体から寄附金等のご協力をいただいておりますので、そ 129 

れらを財源の一部に充てて、官民一体となった取り組みとして設置するもので 130 

あり、市の負担は最小限に抑えることができたと考えております。展示するグ 131 

ライダーにつきましては、滝川スカイスポーツ振興協会よりご提供いただいた 132 
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実機を設置することにしております。 133 

山  口     今在庫であるグライダーを飾るということですが、経年劣化など、駅をおりて 134 

古いグライダーがあると、余り格好いいものでないという気がするのですけれ 135 

ども、そういう心配はないですか。途中で取りかえたりするのですか。 136 

岡崎係長     グライダーの設置につきましては、広場にできる交通島と呼ばれる、車が広場 137 

を回るときにどうしても発生するデッドスペースに展示するのですけれども、 138 

通年設置するわけではなく、冬期間はそのスペースというのは雪の一時堆雪ス 139 

ペースとして利用することになり、冬期間を除いた期間の展示としております 140 

ので、経年劣化はそんなにはないかと感じております。 141 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 142 

関  藤     まず、参考資料18ページの平成28年度の主な建設事業の内訳一覧、また予算概 143 

要でいえば23ページ、主な建設事業ということで、土木建設事業全般にわたっ 144 

てお尋ねします。新年度予算においてこれらの事業を実施するということでこ 145 

の建設事業費を確保されたと思いますが、事業を行うに当たっては国の社会資 146 

本整備総合交付金等を利用されていくと思うのですけれども、工事費、労務費 147 

が上昇しているということですが、今後の発注工事予定が、これらの価格が上 148 

昇することで厳しくなってくると思うのです。市の単独事業で、起債の限度額 149 

の条件から交付税が減額されていけば、これらの事業を行っていく市単独の事 150 

業費が確保できなくなってくると思うのですけれども、市内の建設事業者、ま 151 

た団体等に対する経済的な面から考えると、滝川市のまちづくり、都市計画づ 152 

くりが大変難しくなってくると思うのですが、将来的にこれらをどのように考 153 

えているのかお伺いします。 154 

         ２点目としては、121ページ、８款４項３目、公園の管理に要する経費ですけれ 155 

ども、滝川市全体として、市が管理している公園数というのはどのぐらいある 156 

のか。また、管理している公園の中で、先ほど安樂委員のご答弁でもあった遊 157 

具を設置していくところというのは利用頻度が高いところなのだろうと思うの 158 

ですけれども、明らかにここは利用頻度がほとんどない公園もあるかと思いま 159 

すが、そういう箇所というのは何カ所ぐらいあるのか、そういうような現実は 160 

押さえているのかお伺いいたします。 161 

         特に１点目につきましては、将来的な滝川市のまちづくりの建設事業というこ 162 

とですので、できれば大平部長にご答弁いただければと思っております。 163 

近藤係長     市内の管理公園については、現在69カ所となっております。中には指定管理の 164 

場所もありますが、総数で69カ所となっております。市内には利用されていな 165 

い公園があると委員も感じていらっしゃるかと思いますが、確かにそのとおり 166 

だと思います。遊具が古くなって、子供たちの遊びの視点も変わって利用が少 167 

なくなっている状況は、市としても重々感じております。 168 

         また、今、都市化も集約型都市ということになっていまして、市街地にできる 169 

だけインフラ整備を集中することになっていますので、公園についても国土交 170 

通省では小規模公園のあり方について検討されています。この春、そうしたあ 171 

り方についての指針が出たことで、各自治体におきます公園運用が決まり、今 172 

後のある程度の指標になるかと思います。滝川市においてもそうした運用を踏 173 

まえて公園のあり方について見直しをしていきたいと思っています。 174 

         あと、具体例といいますと、江部乙地区にありますからまつ公園につきまして 175 

は、住民の発意によりまして、子供たちがいないということで遊具撤去の申し 176 
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出がありました。これについては、即座にその要望に応えまして廃止したり、 177 

朝日町西にあります朝日児童遊園につきましても長年老朽化した遊具があり、 178 

利用者が少ないということで撤去した経過もあります。事業に伴わず、そうし 179 

た住民の要望や、施設の老朽化に伴いまして、市ではできるだけ安全性を重視 180 

する中で、撤去や改築事業の更新を早期に進めたりというようなことを考えて 181 

おります。 182 

大平部長     建設行政に対する将来の展望といったような質疑でございました。委員ご指摘 183 

のとおり、交付金の配分の減少、さらには市の財政状況を鑑みますと、予算の 184 

確保の部分は大変厳しさがあると思っているところでございます。 185 

         建設行政全般についての答弁になろうかと思いますが、いわゆる建設業者、業 186 

界の使命といたしましては、社会の基盤整備づくり、またそれを守っていくと 187 

いった面と同時に、例えば災害の発生時にはその対応、さらには復旧復興、北 188 

海道における積雪寒冷地においては除雪作業、地域の安全と安心を守るような 189 

ことを担っている業界でもあります。私は、人々の暮らしと命を守る業界、ま 190 

さに業界そのものが社会インフラだと思っております。 191 

         今の建設業界は、人手不足の課題が喫緊の課題となっております。人手不足の 192 

背景の一つには、景気や政治に左右される不安定感があるというふうにも聞い 193 

ております。これら建設業界を取り巻く課題の解決につきましては、多くとは 194 

言いませんが、安定的な事業量の確保が最も重要だというふうに考えておりま 195 

す。そのためには、例えば滝川市であれば、西２号の街路のような都市計画街 196 

路の推進であるとか、橋梁、公園の長寿命化、さらには下水道の合流改善事業 197 

など計画的な事業を着実に進めていくことが必要と考えております。 198 

         委員各位におかれましては、今後とも建設行政に対しまして深いご理解とご支 199 

援をいただければ幸いと思っております。また、私は最後になりますけれども、 200 

建設部全体で頑張ってまいりますので、叱咤激励をいただければさらに幸いと 201 

思っております。 202 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 203 

（なしの声あり） 204 

委 員 長     質疑の留保はなしと確認してよろしいですか。 205 

（異議なしの声あり） 206 

委 員 長     そのように確認いたします。 207 

以上で土木費及び関連議案第30号の質疑を終結いたします。 208 

 歳入 209 

委 員 長 次に、歳入の説明を求めます。 210 

中島部長 （歳入について説明する。） 211 

委 員 長 説明が終わりました。 212 

 これより関連議案第19号及び第23号を含めて一括質疑に入ります。質疑ござい 213 

ますか。 214 

木  下     15ページ、滞納繰越分、市民税については収入見込み額が15.2パーセントで、 215 

固定資産税は収入見込み額が9.7パーセントで見込んでいるが、どうして固定資 216 

産税の収入見込み率が低いのかお尋ねいたします。 217 

山﨑課長補佐   固定資産税の滞納繰越分の収納率が他の税目と比べて低い理由でございますが、 218 

市民税や国民健康保険税が収入に応じて税額を算出する応能負担であるのに対 219 

して、固定資産税は収入ではなく、所有する資産の価値により税額を算出して 220 
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おります。したがいまして、固定資産を取得したときに比べて何らかの理由で 221 

収入が大きく減少した場合には納付困難となるケースが多く、他の税目より滞 222 

納繰越分の収納率が低くなる傾向にございます。 223 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 224 

小  野     18ページの５款１項１目の中の株式等譲渡所得割交付金756％と突出しています 225 

ので、この増に対しての内訳を教えていただきたいと思います。 226 

堀 課 長     増の要因でございますが、先ほど総務部長から説明したとおり、平成27年度の 227 

実績見込みと地方財政計画の伸びを勘案したものでございます。交付実績を申 228 

し上げますと、平成25年度が決算で1,274万8,000円、平成26年度が994万円と非 229 

常に伸びてきている状況を勘案したものでございます。 230 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 231 

山  口     まず、44ページの不動産売払収入なのですけれども、新年度で処分する予定は 232 

どこなのかお伺いします。 233 

         それと、寄附金ですが、ふるさと納税は今どこも伸びてきているのですけれど 234 

も、より伸ばすためにどのようにＰＲ、それから改善する予定かお伺いしたい 235 

と思います。 236 

         それと、歳入の確保という面から考えると、ふるさと納税もそうなのですけれ 237 

ども、ホームページに企業の広告を載せるなどいろいろなことをしていますが、 238 

新しいことを考えているのかどうか、それと新年度に向けて使用料の値上げを 239 

するところがあるのかどうかお伺いします。 240 

         それと、53ページの学校給食費の滞納ですが、給食費が公会計に移行して、差 241 

し押さえをするつもりがあるのかどうかお伺いしたいと思います。 242 

         最後ですけれども、これは鈴木副市長にお伺いしたいのですが、民間感覚を持 243 

って、歳入にかわり得る市が持っている財産とかそういうもの、お金にかわる 244 

可能性のあるものはありますか。 245 

小松田主任主事  ふるさと納税のＰＲについてお答えいたします。平成27年中は、市内観光施設 246 

にふるさと納税パンフレットを設置し、前年度の寄附者に滝川市の観光情報や 247 

寄附に対しての取り組み事業などを掲載したふるさと納税ニュースレターの送 248 

付を行いました。また、東京滝川会の会員や國學院大学関係者の方へ総会等の 249 

機会にパンフレットを配布しＰＲしております。 250 

         平成28年は、さらに寄附者に喜んでいただけるお礼の品を充実させるとともに、 251 

７月には寄附していただいた方に対して新しいお礼の品などを掲載したダイレ 252 

クトメールを送付する予定です。当初予算には入れておりませんが、首都圏に 253 

向けてふるさと納税を簡単にできる方法を周知するとともに、お礼の品を実際 254 

に試食してもらうなどＰＲイベントの実施を検討しております。 255 

遠藤係長     まず、44ページの不動産売却収入の平成28年度の見込みということでございま 256 

すけれども、ニュータウンせせらぎの残区画の売却、あとは使われなくなった 257 

教職員住宅の売却を予定しております。 258 

         歳入の確保対策ということで質疑があったかと思いますが、歳入の確保対策と 259 

して、財政健全化計画の中では、先ほど申し上げましたふるさと納税のほかに、 260 

ネーミングライツなどの広告料収入の増加策ですとか、市有地の有効活用、ま 261 

た使用料、手数料などの見直しの検討を進めるとしているところですが、この 262 

中で新年度予算に反映できたものは、公共施設の有効活用としまして、美術自 263 

然史館常設展示室をギャラリー化し、貸し出しを行えるようにしたところです。 264 
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         また、財産の積極的な売却や賃貸借にも努めてまいりたいと考えております。 265 

具体的には、先ほども申し上げましたが、教職員住宅や遊休市有地について新 266 

年度も引き続き売却を進めてまいります。また、用途廃止をしました市有建物 267 

の賃貸借についても引き続き行っていきたいと考えております。予算化はして 268 

おりませんが、ネーミングライツ、公共施設等に対する命名権の導入につきま 269 

しても今後の検討課題としていきたいと考えております。 270 

山本係長     学校給食費の滞納に係る平成28年度の滞納処分等の予定でございますが、27年 271 

度公会計の実施に際しまして、先行して公会計に移行した市の状況から、滞納 272 

がふえる傾向にあるという状況を確認しました。そういった部分から平成27年 273 

度、早い段階で電話督促あるいは臨戸等対応いたしまして、納付の督促、ある 274 

いは児童手当からの充当等の申請をしていただいて、早い段階での納付に努め 275 

ているところでございます。 276 

         現段階において全く給食費を払っていない方はいないという状況ではございま 277 

すが、滞納の金額がふえてきている方は実際いるところでございます。平成28 278 

年度におきましては、納付が滞っている部分、納付の意思を見せない方につき 279 

ましては、支払い督促等法的な対応を進めてまいりたいと考えております。 280 

堀 課 長     新年度に予定しております使用料の値上げはございません。 281 

鈴木副市長    民間の感覚で見て売却可能な資産、あるいは民間企業が投資をしたいと思う建 282 

物、土地等があるかということですけれども、率直に申し上げますと、４年間 283 

企業誘致を中心に動いてきまして、今ここであればと思えるところは残念なが 284 

らございません。例えば、工業団地なんかでもいまだに我々引き合いをもって 285 

動いておりますけれども、残された面積も少ないですし、そういう面積で出ら 286 

れる企業も限られているということで、これといってご指摘できるところは今 287 

のところ残念ながらありません。 288 

         ただ、今後どのようなまちづくりをしていくかというビジョンをしっかり立て 289 

て、それを地道に進めていけば、企業というのは魅力あるまちに投資をしよう 290 

と思いますので、そこがとても大事ではないかと思っております。正直、私の 291 

連れてくる企業の仲間とか商社時代の仲間にまちを見てもらいましても、駅を 292 

おりますと非常にがっかりしております。ここは、どうするのかと皆さんおっ 293 

しゃいます。そういうような指摘をする方が多いのですけれども、こういうよ 294 

うなまちにしていきたいということがきちんと見えてくれば、10年、また20年 295 

のところで行政も市民の皆さんも議会の皆さんも一丸となってそういうビジョ 296 

ンを持って進めば、必ず企業はそういうまちに対して高い関心と投資意欲を持 297 

ってくると思っています。 298 

         そういう点でいいますと、滝川は商業集積がまだまだあるところだと思ってお 299 

りますので、駅から旧高林デパートにかけての地域をどのようにしていこうか 300 

ということが、今後外からの投資を考えてもらう上では大変重要なことになっ 301 

てくるのではないかと個人的には思っております。 302 

山  口     先ほど広告料収入、ネーミングライツを考えていくということですけれども、 303 

想定している施設というのは何でしょうか。 304 

遠藤係長     平成28年度から検討していくということでございますので、今のところ想定し 305 

ている施設はございません。 306 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 307 

   堀       44ページ、45ページの、一般寄附金のふるさと納税についてお伺いをいたしま 308 
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す。代表質問のときにも質問させていただきましたが、ふるさと納税というの 309 

は、今年度の見込みは１億円を超えるのではないかと思っていますけれども、 310 

どういう状況なのかという点と、今後この納税をどんどんふやしていくという 311 

気持ちがあるのかないのか、まずお聞きをしたいと思います。 312 

堀 課 長     まず、今年度の状況でございますが、補正予算で目標を１億円とさせていただ 313 

いたところですが、現段階ではまだ少し届かない状況ということでございます。 314 

         今後ふるさと納税をどのようにということでありますが、非常に貴重な歳入確 315 

保対策だと考えております。新聞などでも、北海道が新たに謝礼品を取り込む 316 

というような形で、滝川みたいにやっているところはますますふえてくると。 317 

そういった中では、今までと同じであれば、目標額は確保できないかと思いま 318 

すので、この辺についてはＰＲなど一層力を入れていきたいと考えております。 319 

   堀       そうですよね。力を入れていったほうがいいと思いますし、要するに、滝川は 320 

お米が中心ですけれども、アスパラもとれますし、トウモロコシもとれますし、 321 

各農家が各自でやっていると思います。ふるさと納税に関して、返礼品にこう 322 

いうものが欲しいというお客さんの中で、品切れが起きているというのも結構 323 

あると思うのです。それは、生産者が限られてやっているものだから、その中 324 

で動いていると思います。 325 

         そういう意味では、生産者の団体のことを団地といいますけれども、団地化し 326 

ていくチャンスであると考えています。しかもそれは、このようなコンセプト 327 

があって、こういう商品をつくるという、きちんとした決まりがあった中で、 328 

同調した生産者がそういう規約のもとに一緒になって情熱を持って２人、３人、 329 

４人とふえていくというものですが、そのような計画はあるのかお聞きします。 330 

堀 課 長     滝川が取り扱っている謝礼品、それから事業者の協力というのも、１年たって 331 

順調にふえてきているところでございます。現段階では、謝礼品を協力してい 332 

ただいているのは20の事業者で、登録数は100を超えると、そういった状況にな 333 

っております。最初はこちらから声をかけたり広報に載せたりというような形 334 

で始まりましたが、今は口コミでどんどん広がっている状況でございます。ま 335 

た、２月には現在お願いをしている事業者に集まっていただいて、次年度に向 336 

けてさらに力を入れて取り組んでいきたいというようなことをお願いしてきた 337 

ところでございます。現段階におきましては、新規事業者は随時募集している 338 

といったようなことでありまして、なお一層広がりが出てくるということは期 339 

待しているところでございます。 340 

   堀       そこで、千田副市長にお聞きしたいのですが、要するに、農業をどんどん発展 341 

させていく、また成長させていくという意味でも、今言った団地化を進めると 342 

いうことが非常に大事だと思います。ただつくって返礼品として送って、お客 343 

さんが食べたりなんかして、おいしくなかったらリピートがないわけですから、 344 

共通したコンセプトの中で、こういう商品をしっかりつくっていくんだという 345 

生産者がふえてくるような事業というか、活動をしていかないと、ふるさと納 346 

税の返礼品の先細りが感じられるのです。その辺について副市長の見解はいか 347 

がでしょうか。 348 

千田副市長    堀委員のおっしゃられることはもっともだと思っています。今、１つ思うのは、 349 

例えばリンゴ農家にしても、私が聞いているところによると、それぞれの剪定 350 

の仕方が違うと。それぞれの農家でやり方が違うと聞いていて、こういうのは 351 

統一していかなければならないと。これは後継者の問題もあると思います。当 352 
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然、おいしい、おいしくないという部分は大きい問題でもありますし、統一し 353 

た基準というのも大事だと思いますけれども、まず最初に、投資も必要だとい 354 

う部分もございますので、そのあたりは農家の方たちと十分協議させていただ 355 

きながら、堀委員のおっしゃっているご意見を参考にさせていただきながら進 356 

めていきたいと思っておりますので、ご理解賜りたいと思います。 357 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 358 

（なしの声あり） 359 

委 員 長 それでは、質疑の留保はなしと確認してよろしいですか。 360 

（異議なしの声あり） 361 

委 員 長 そのように確認いたします。 362 

以上で歳入及び関連議案第19号及び第23号の質疑を終結いたします。 363 

 本日まで４日間質疑を行ってきましたが、市長に対する総括質疑への留保はな 364 

しということで確認してよろしいですか。 365 

（異議なしの声あり） 366 

委 員 長 確認いたしましたので、以上で全ての質疑を終結いたします。 367 

 ここで若干休憩いたしたいと思います。再開は11時30分といたします。 368 

休  憩 １１：１５ 369 

再  開 １１：２８ 370 

委 員 長 それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 371 

 討論 372 

委 員 長 それでは、討論に入ります。 373 

 討論順序につきましては、初日に決定しておりますとおり、会派清新、会派み 374 

どり、新政会、公明党、日本共産党の順となります。 375 

 最初に、会派清新、東元委員。 376 

東  元     それでは、会派清新を代表いたしまして、第１予算審査特別委員会に付託され 377 

ました議案第１号、平成28年度滝川市一般会計予算及び関連議案を可とする立 378 

場で討論いたします。 379 

         平成28年度予算は、滝川市まち・ひと・しごと創生総合戦略並びに財政健全化 380 

計画が策定された後の初の予算となります。市の財政を支えている市税、地方 381 

交付税も全体として昨年より減額されるという厳しい財政運営の中、予算編成 382 

に当たられました市理事者、関係職員の皆様に対し、心より敬意を表します。 383 

         以下、若干の意見を付して討論といたします。 384 

         歳入、１．ふるさと納税制度の本来の趣旨を守りつつ、さらなる活用による財 385 

源の拡大をされたい。財源確保のため、交付税、国、道の各補助金などの活用 386 

と確保にさらなる努力をされたい。 387 

         歳出、総務費、仕事への取り組みや業務の改善を図り、事務事業を見直し、積 388 

極的に取り組まれたい。事務用品等の無駄をなくし、再利用を促進されたい。 389 

電気料節約のため、町内会の街灯ＬＥＤ化を今後積極的に進められたい。情報 390 

セキュリティ対策をより一層強化し、ＣＩＯの設置なども検討されたい。 391 

         ２．民生費、敬老事業については、多くの方の意見を聞いて計画を策定された 392 

い。臨時福祉給付金については、新設、向上のための努力をされたい。生活困 393 

窮者に対する支援、高齢者福祉の充実、子育て支援のさらなる拡充を図られた 394 

い。 395 

         ３．衛生費、滝の川斎苑の改修工事については市民からの要望も高く、計画の 396 
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前倒しを検討されたい。 397 

         ４．商工費、市の花コスモス栽培については再考し、秋の花観光にも注力をさ 398 

れたい。中心市街地活性化の空き店舗対策や空き家の活用などに力を入れられ 399 

たい。 400 

         ５．土木費、除排雪について、除排雪組合に指導を徹底し、雪道の安全対策、 401 

除雪技術のさらなる向上を図られたい。 402 

         ６．教育費、学校図書の充実のため、図書費の増額を図られるよう希望します。 403 

地元食材を利用し、全ての子供たちに安全・安心な学校給食が提供されること 404 

を希望します。東京オリンピック・パラリンピック合宿誘致事業については、 405 

内容を再検討されたい。まち自慢のパークゴルフ場については、将来への負担 406 

が極力少なくなるような運営をされるよう努力を希望します。厳しい財政状況 407 

ではありますが、芸術文化関連事業についても、今後も現状を維持されるよう 408 

に希望いたします。 409 

委 員 長 次に、会派みどり、小野委員。 410 

小  野     それでは、会派みどりを代表して、第１予算審査特別委員会に付託されました 411 

議案第１号、平成28年度滝川市一般会計予算及び関連議案を全て可とする立場 412 

で討論いたします。 413 

         大変厳しい財政状況の中、国の経済成長戦略に沿った形の予算編成には大変な 414 

苦労があったものと推察いたします。予算編成に当たられました市長初め市理 415 

事者、担当部局の皆様に心より敬意を表します。 416 

         滝川市の現況において、財政支出と財政健全化を示す指標は、やや健全と思わ 417 

れます。しかし、基金の残高、これから先の財政負担においては平均収支不足 418 

見込み額が約５億円となったことから、本年度は圧縮に努められましたが、こ 419 

れからの財政状況が好転することは厳しく、緊縮財政を余儀なくされることが 420 

待ち受けているものと考えます。財政運営が安定的に実施できるよう、策定さ 421 

れた財政健全化計画を今後着実に推進していくことを期待するものです。 422 

         以下、若干の意見を付して討論といたします。 423 

         歳入、１、財源確保のため、新型交付金、各補助金の確保に引き続き努力され 424 

たい。２、市税の収納率向上に鋭意努力されていることを評価いたします。手 425 

数料などの滞納の解消になお一層努力されたい。 426 

         歳出、１、総務費、１、市民が活躍するまちづくり活性化事業、町内会等活動 427 

促進事業については、さらに利用拡大になるよう努力されたい。２、街路灯Ｌ 428 

ＥＤ化の拡大策、そして促進は大いに評価します。さらなる省エネ、節電に努 429 

められたい。３、ふるさと納税による財源確保に向けて取り組みを図られたい。 430 

４、男女共同参画事業推進事業では、女性の参画推進に一層力を入れられたい。 431 

         ２、民生費、１、老人福祉医療のさらなる充実に向け、生活困窮者の支援に力 432 

を入れていただきたい。２、子育て支援事業、放課後児童クラブ事業、放課後 433 

子ども教室事業に対しては、子供たちに対し充実した内容になるよう努められ 434 

たい。 435 

         ３、衛生費、１、集団資源回収の推進に力を入れられたい。２、市民の健康を 436 

守るため、がん検診及び各種予防接種の受診向上の取り組みを図られたい。 437 

         ４、農林業費、１、基幹産業である農業の新規就農者支援、担い手育成支援に 438 

一層の努力をされたい。２、元気な農業づくり、滝川農業塾補助金の有効な活 439 

用を期待します。 440 
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         ５、商工費、１、栄町３－３地区優良建築物等整備事業にあわせて、中心市街 441 

地の活性化、空き店舗減少に向けての対策に力を入れられたい。２、花観光事 442 

業、広域観光を含め、食、グライダー観光など、地域おこし協力隊を有効活用 443 

して、観光ＰＲ、そして多くの集客を目指して努力されたい。 444 

         ６、土木費、１、除排雪については、除排雪組合への指導が徐々に浸透してき 445 

ているが、特に通学路等雪道の安全確保に努力されたい。２、障害者や高齢者 446 

宅門口の除排雪に配慮されたい。３、公共事業等、地元企業への発注を促進さ 447 

れたい。 448 

         ７、消防費、１、急な災害にも対応できるよう、訓練の実施、防災用機材整備、 449 

食料の備蓄に努められたい。 450 

         ８、教育費、１、パークゴルフ場については、経費削減、交通網対策、そして 451 

料金設定においては、誰もが気軽に利用できるような料金設定を慎重に検討さ 452 

れたい。２、子供のいじめ対策については、重い問題が発生のとき、保護者か 453 

らの申し出に対し速やかに真摯に報告するよう努められたい。３、学校給食に 454 

ついては食材の地産地消に努力されているが、中空知に拡大した地産地消を検 455 

討されたい。 456 

         最後に、本予算執行に当たり、適正かつ効率的に行うとともに、財政健全化の 457 

促進と地方公務員として真摯に業務遂行に当たられることを要望し、討論とい 458 

たします。 459 

委 員 長     次に、新政会、安樂委員。 460 

安  樂     新政会を代表いたしまして、第１予算審査特別委員会に付託されました議案第 461 

１号、平成28年度滝川市一般会計歳入歳出予算及び関連議案第14号、第16号か 462 

ら第20号、第22号から第25号、第28号、第30号から第40号及び第44号の議案を 463 

可とする立場で討論を行います。 464 

         平成28年度は、滝川市まち・ひと・しごと創生総合戦略と滝川市財政健全化計 465 

画を本格的に推進していく初年度であり、緊急度及び重要度を熟慮され、厳し 466 

い財源環境の中、めり張りのある効率的かつ効果的な予算編成に取り組まれま 467 

したことは高く評価いたします。予算編成に当たられました市長を初めとする 468 

市理事者並びに職員の皆様に敬意を表します。 469 

         以下、歳入歳出に関して若干の意見を述べさせていただきます。 470 

         まず、歳入、１、国や道の動向を的確に捉え、交付税、補助金等の確保に引き 471 

続き努力していただきたい。２、財源確保のため、財政健全化計画を確実に実 472 

践することを求めます。３、市税の収納率向上に努力されていますが、引き続 473 

き使用料、手数料等の滞納の解消に努力を継続していただきたい。 474 

         続きまして、歳出、１、総務費、たきかわ紙ランタンフェスティバルは、本市 475 

における冬の重要な観光イベントの一つに成長しており、実行委員会及び観光 476 

協会などとよく協議して進めていただきたい。 477 

         ２、消防費、防災に関する緊急時の機材や保存食料品などの備蓄については、 478 

今後も計画的かつ継続的な整備を求めます。 479 

         ３、職員費、超過勤務手当の削減対応については、管理職による業務に対する 480 

指針の明示と職員個々との意思の疎通を徹底し、効率的な業務遂行を図ってい 481 

ただきたい。 482 

         ４、民生費、児童福祉のさらなる充実及び介護全般へのきめ細かな配慮に努力 483 

していただきたい。 484 
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         ５、衛生費、滝の川斎苑の改修工事については、基本計画をしっかり策定し、 485 

着工時期は改選期前になるように求めます。 486 

         ６、土木費、公園緑地造成事業については、未来を担う子供たちの健全な育成 487 

のため、今後も時代に合致し、なおかつ安全性を重視した遊具の整備に努めて 488 

いただきたい。 489 

         ７、商工費、企業誘致に関しては、継続的な情報収集と好機を捉えた迅速な関 490 

係者の派遣等、なお一層の努力を求めます。 491 

         ８、教育費、東京オリンピック・パラリンピック合宿誘致については、関係諸 492 

団体等とよく連携され、パラカヌー練習場としての優位性を国内外に積極的に 493 

広報して、誘致実現に邁進していただきたい。 494 

         以上、討論といたします。 495 

委 員 長     次に、公明党、堀委員。 496 

   堀       公明党を代表して、第１予算審査特別委員会に付託されました議案第１号、平 497 

成28年度滝川市一般会計予算及び関連議案を可とする立場で討論いたします。 498 

         初めに、大変厳しい財政状況の中で予算編成に取り組まれました市長、理事者、 499 

職員の皆様方に敬意を表します。 500 

         市長は、市政執行方針で、国の人口減少に歯どめをかける地方創生に対し、滝 501 

川市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定、また厳しい財政に接し、持続可 502 

能な財政基盤を築くための滝川市財政健全化計画を策定、推進されることを訴 503 

えられました。この２本柱の方針を評価するとともに、本市の行財政改革元年 504 

と位置づけ、改善、改革に取り組む必要があると考えます。そういう意味から 505 

も、もう一歩踏み込んだ総点検に努められることを要望し、討論といたします。 506 

委 員 長     最後に、日本共産党、舘内副委員長。 507 

副委員長     日本共産党を代表し、議案第１号、一般会計予算及び関連議案を可とする立場 508 

で討論を行います。 509 

         まず初めに、消費税増税と電気料金値上げ、実質賃金の低下、年金の減少、人 510 

口減に伴う地方交付税の減少など、国の悪政による地域経済と市の財政が悪化 511 

する中で新年度予算を編成された理事者、職員の皆様に敬意を表します。 512 

         新年度予算の特徴は、第１は、５年間に５億円の収支改善を目指す財政健全化 513 

計画の初年度であること。 514 

第２は、その影響で職員数は市立病院と学校を除き７名減少する中で行政運営 515 

を行うこと。 516 

第３は、西小学校の大規模改修の補助金が国の予算激減で不採択となり、独自 517 

で小規模改修をせざるを得なくなるなど、小中学校整備方針も立てられない状 518 

況であること。 519 

第４は、まちづくりセンターを指定管理化し、市営住宅の指定管理を平成29年 520 

度に開始する計画であり、ほかの施設についても検討が進められる可能性があ 521 

るなど、市の業務の民営化が進められること。 522 

第５は、滝川市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく国の交付金事業で行 523 

われる事業をばらまきではなく、本当に地域創生に結びつくよう、十分に考え、 524 

判断することが求められることなどです。 525 

         次に、議案について幾つか意見を述べます。 526 

議案第18号は、消費者センターの設置等に関する条例です。消費生活に関する 527 

相談及び苦情処理に関する対応が複雑高度化する中で職員に求められることは、 528 
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専門的な資格と能力、経験です。第６条で、専門性に鑑み、適切な人材及び処 529 

遇の確保に必要な措置を講ずるものとするということに見合うよう、消費生活 530 

相談員の嘱託職員報酬を倍加する程度までの大幅増の検討を求めます。 531 

         議案第30号、住宅改修の促進に関する条例の一部を改正する条例は、屋根の張 532 

りかえ、塗装、壁、床などの長寿命化、断熱、バリアフリー化などの一般改修 533 

を、財政健全化計画により平成28年度は事業を半減し、年度いっぱいで廃止、 534 

耐震改修についても28年度は事業縮小し、１年間につき継続するものです。国 535 

の交付金の対象減や率低下により市の一般財源支出が1,500万円程度にふえたこ 536 

とがその理由です。今後、子育て世代が中古住宅を購入して改修する場合、ま 537 

た改修して子育て世代に賃貸する場合に支援することは、少子化をとめるため 538 

にどうしても必要です。子育て世代の新築や改修政策に特化することを含め、 539 

抜本的な検討を求めます。 540 

         議案第31号から第33号、第35号、第37号は、コミュニティ施設、中央老人福祉 541 

センター、身体障害者福祉センターの指定管理者を指定する議案です。滝川市 542 

指定管理者制度適用方針等では、非公募とする理由として、地域住民の利用ま 543 

たは地域の特性を生かした地域密着型の施設で、当該地域住民が組織する団体 544 

などの地域の活力を積極的に活用することにより事業効果が期待できるなどと 545 

しています。しかし、指定管理開始後10年以上経過しています。高齢化の進行 546 

や団体組織の変化もあります。公共施設が市民にとって最適な状態で管理運営 547 

するには、負担が重くなってきている団体もあるのではないでしょうか。次期 548 

選定までに調査と対策を求めます。 549 

         議案第36号は、サンライフ滝川の指定管理期間を、道の条件つき譲渡期間の満 550 

了時期に指定管理期間を合わせるものです。市は公共施設マネジメント方針を 551 

10年間に集中的に実施する方針ですが、造園、土木から除排雪まで行い、高齢 552 

者の雇用と生活を支えるシルバー人材センターの拠点であることを考慮し、期 553 

間満了後に売却などは行わないことを求めます。 554 

         次に、予算執行に当たり、幾つか意見を述べます。 555 

１、保育所について、１、耐震改修されないまま運営される二の坂保育所の入 556 

所数がほぼ定員の状況です。市内５保育所の定員460人に対し500人を超える４ 557 

月の入所幼児の安全を早期に確立するために、ほかの４カ所の保育所の定員改 558 

正だけで二の坂保育所からの異動が可能なのかについて早急に結論を出すこと。 559 

その上で、耐震改修か、建てかえか、改修して集約か、単なる集約かのどれに 560 

するのか方針を決めること。２、直営保育所の正職員は５割程度で、嘱託職員 561 

と臨時職員で残り５割を補完しています。同じ保育士資格を持ち、経験も同等 562 

で責任も同じようにあるのに、臨時職員の時給は３年前で771円と最低賃金とほ 563 

ぼ同じです。同一労働同一賃金にすぐにはできなくとも、資格と経験で採用す 564 

る嘱託職員、臨時職員の給与の大幅増の検討を求めます。３、併設されている 565 

子育て支援センターの機能拡充で廃止される親子ひろば「とんとん」の利用者 566 

ニーズを満足できるのか検証を行うこと。 567 

         ２、買い物弱者対策について。ジョイ栄町店が閉店し、残る総合食料品スーパ 568 

ーの存続も懸念されています。市として既存の各スーパーの存続に向け、方針 569 

や売り上げ状況などの調査を行い、閉店を未然に防ぐよう最大限の対策を実施 570 

すること。 571 

         ３、平成29年度のパークゴルフ場オープンへの準備について、１、平成27年４ 572 
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定で答弁された市民料金など、市民が利用しやすい料金設定とすること。２、 573 

平成橋という遠い場所に多くの愛好者が行けるように、タクシーの乗り合いな 574 

どがスムーズにいくような方法をタクシー業界と検討すること。３、既存のパ 575 

ークゴルフ場は集約を基本とすると代表質問でいまだに答弁されているが、事 576 

業目的は市民の親睦と健康づくりであり、新パークゴルフ場の採算ではないこ 577 

とを基本に、従来どおりの予算と支援を続けること。 578 

         ４、小中学校の管理職の多忙解消について。小中学校の管理職は、休日、時間 579 

外がほとんどとれない事例もあることを危惧するものです。これは、学校教育 580 

の向上のため、緊急に解決しなければなりません。今、教職員の児童生徒への 581 

不適切な指導が全国で相次いでいます。また、教頭を希望する教員の減少も報 582 

じられています。その原因の一つに管理職の多忙があるのではないかと考えま 583 

す。嘱託職員や臨時職員の増員などで管理職の業務を軽減するなど、解決策を 584 

早急に立てることを求めます。 585 

         以上、討論といたします。 586 

委 員 長 以上で討論を終結いたします。 587 

 討論要旨につきましては、整理して３月25日までに事務局へ提出してください。 588 

 採決 589 

委 員 長 これより 590 

 議案第１号 平成28年度滝川市一般会計予算 591 

 議案第14号 滝川市行政不服審査会条例 592 

         議案第16号 滝川市保健福祉部の公の施設の指定管理者の指定に係る管理期間 593 

の特例に関する条例 594 

         議案第17号 滝川市産業振興部の公の施設の指定管理者の指定に係る管理期間 595 

の特例に関する条例 596 

         議案第18号 滝川市地方消費者センターの設置等に関する条例 597 

         議案第19号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 598 

         議案第20号 地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施 599 

行に伴う関係条例の整備に関する条例 600 

         議案第22号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の 601 

一部を改正する条例 602 

         議案第23号 滝川市手数料条例の一部を改正する条例 603 

         議案第24号 滝川市学校給食共同調理場設置条例の一部を改正する条例 604 

         議案第25号 滝川市水泳プール条例の一部を改正する条例 605 

         議案第28号 滝川市農村環境改善センター条例及び滝川市郷土館条例の一部を 606 

改正する条例 607 

         議案第30号 滝川市住宅改修の促進に関する条例の一部を改正する条例 608 

         議案第31号 公の施設の指定管理者の指定について（コミュニティセンター） 609 

         議案第32号 公の施設の指定管理者の指定について（中地区児童センター） 610 

         議案第33号 公の施設の指定管理者の指定について（老人福祉センター） 611 

         議案第34号 公の施設の指定管理者の指定について（三世代交流センター北地 612 

区分館） 613 

         議案第35号 公の施設の指定管理者の指定について（身体障害者福祉センター 614 

等） 615 

         議案第36号 公の施設の指定管理者の指定について（滝川中高年齢労働者福祉 616 
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センターサンライフ滝川） 617 

         議案第37号 公の施設の指定管理者の指定について（転作研修センター） 618 

         議案第38号 公の施設の指定管理者の指定について（総合交流ターミナルたき 619 

かわ） 620 

         議案第39号 公の施設の指定管理者の指定について（ふれ愛の里及び池の前水 621 

上公園の一部） 622 

         議案第40号 公の施設の指定管理者の指定について（コミュニティ防災センタ 623 

ー） 624 

         議案第44号 滝川市農業委員会の委員の定数に関する条例 625 

 の以上24件を一括採決いたします。 626 

 本案をいずれも可とすべきものと決することに異議ありませんか。 627 

（異議なしの声あり） 628 

委 員 長 異議なしと認めます。 629 

 よって、本案はいずれも可とすべきものと決しました。 630 

 お諮りいたします。委員長報告書については、正副委員長にご一任願いたいと 631 

思いますが、よろしいですか。 632 

（異議なしの声あり） 633 

委 員 長 そのように決定させていただきます。 634 

 以上で本委員会に付託されました事件の審査は全て終了いたしました。 635 

 挨拶 636 

委 員 長 この場合、市長から発言の申し出がありますので、これを許したいと思います。 637 

市  長 それでは、委員長にお許しをいただきまして、第１予算審査特別委員会を閉会 638 

されるに当たり一言ご挨拶申し上げる次第でございます。 639 

         井上委員長、そして舘内副委員長初め委員各位におかれましては、本委員会に 640 

付託されました議案につきまして精力的に審査、ご議論賜りまして、まことに 641 

ありがとうございました。ただいまいずれも可としてお認めいただきましたこ 642 

とに改めて感謝とお礼を申し上げる次第でございます。今後も委員会等で出さ 643 

れました意見、また討論等で与えられましたご意見等を十分考慮しながら、財 644 

政健全化を進めながら予算執行に当たるつもりでございますので、今後ともご 645 

指導をよろしくお願い申し上げまして、本委員会におきます閉会に当たりまし 646 

てのお礼のご挨拶とします。まことにありがとうございました。 647 

委 員 長 それでは、委員長退任に当たって一言ご挨拶をしたいと思います。この４日間、 648 

審議、活発な論議、ありがとうございました。最初に出された財政健全化の報 649 

告によりますと経常収支比率が99.2パーセント、これは非常に滝川市に重くの 650 

しかかっているパーセントだと思います。全道で３番目だということでござい 651 

ますけれども、厳しいときには、我々議会も理事者も職員も一つになって変革、 652 

そして挑戦、これに臨まなければならないし、チェンジとチャレンジというこ 653 

とだと思います。きょうで特別委員会は終わるわけですけれども、今後ともひ 654 

とつその精神でいきたいと思いますので、よろしくお願いします。鈴木副市長、 655 

そして大平部長、また退職される方もいらっしゃいます。最後の答弁になった 656 

のでないかと思います。本当にご苦労さまでした。 657 

         以上で第１予算審査特別委員会を閉会いたします。ご苦労さまでした。 658 

閉  会 １２：００ 659 


